
 
 

 

令和５年度 一般会計決算の概要 
 

１ 令和５年度一般会計決算のポイント 
 

・令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５類感染症

に見直されたものの、引き続き必要な対策を講じるとともに、長引く物価高騰への対

策も実施した結果、４年連続で１兆円超の決算規模となった。 

 

・新型コロナウイルス感染症対策や原油価格･物価高騰対策を除くと、 

歳出は約８，６２５億円で、社会保障関係経費は増となる一方、新行政棟・文化庁移

転施設整備費の減などにより約３３億円減となった。 

 

歳入は約８，７９８億円で、府税や地方交付税は増となる一方、臨時財政対策債の減

などにより約２１億円減となった。 

 

    新型コロナ対策関連国庫支出金の影響（下表 Ｈ、Ｉ）を除くと、府税収入の増

等の影響により、単年度収支は約１２億円となった。 

 

一方、今後も社会経済情勢の先行きが不透明なことから、原油価格・物価高騰等

による府民生活や事業活動への影響を注視していく必要がある。 

 

令和５年度一般会計決算収支 

                                                       （単位：百万円、％） 

  令和５年度 令和４年度 増 減 額 対前年度比 

歳入総額  A 1,079,809 1,210,875  ▲131,066 89.2 

歳出総額  B 1,062,500 1,194,804  ▲132,304 88.9 

形式収支  C=A-B 17,309 16,071 1,238 107.7 

翌年度に繰り越すべき財源  D 4,126 3,975 151 103.8 

実質収支  E=C-D   13,183   12,096 1,087 109.0 

前年度実質収支 F   12,096   10,414 1,682 116.2 

単年度収支   G=E-F   1,087   1,682 ▲595 64.6 

  1,216 665 551 182.9 

G-(H-I) うち翌年度国庫返還 H 8,946 9,075 ▲129 98.6 

 うち過年度国庫返還 I 9,075 8,058 1,017 112.6 

 

 

令和 6年 7月 25 日  
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コロナ影響除き単年度収支    
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２ 令和５年度の主な取組みと成果 

（１）「あたたかい京都づくり」の実現に向けた施策の展開 

全ての営みの土台となる「安心」 

【安心できる健康・医療・福祉】 

・脳卒中・心臓病等総合支援センターを府立医科大学附属病院等に設置し、循環器病患者等を支援

（相談件数：９６６件） 

【災害・犯罪等からの安心・安全】 

・自然災害や大規模事故等のあらゆる危機事象に迅速・的確に対応する拠点として、危機管理セ

ンターを整備し、令和６年３月に主要な機能を運用開始（総事業費：約６億円） 

  

子どもたちを育み、絆を守る「温もり」 

【子育て環境日本一・京都】 

・「子育て環境日本一」の京都の実現に向け、「京都府子育て環境日本一推進戦略」を改定すると

ともに、新条例を制定 

・子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、京都子育て支援医療助成制度を拡充 

(３歳～小学校卒業までの通院に係る自己負担の上限額を大幅に引下げ(助成額 約３２億円)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【誰もが活躍できる生涯現役・共生の京都】 

・京都府生涯現役クリエイティブセンターの支援対象を全世代に拡大するとともに、リカレント

教育の機運醸成のため「京都学び直し体感フェア 2023」を開催 
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夢や希望、魅力や活力の源泉となる「ゆめ実現」 

【未来を拓く京都産業】 

・産業創造リーディングゾーンの推進 

アートとテクノロジーを融合させる拠点として、｢アート＆テクノロジー・ヴィレッジ京都｣を

開設（令和５年１０月） 

・スタートアップ企業の海外展開を促進する「IVS2023 KYOTO」を開催 

海外企業と競い合うピッチ会や投資家等との商談を行う国内最大規模の国際イベントを開催 

【文化の力で世界に貢献する京都】 

・文化庁京都移転記念事業 Opening Celebration「きょう ハレの日、」を開催 

文化庁京都移転の実現を機に、多彩な日本文化の魅力を京都から広く発信するため、府内各地

で様々な文化の取組を市町村等と連携して実施 

 

 

 

 

 

 

 

（２）交流基盤の充実 
 
都市計画道路宇治田原山手線（宇治田原町役場～南） 

（令和５年６月供用開始） 

・建設中の新名神高速道路へのアクセスが向上

することで、地域間の交流、連携、地域産業の

振興に寄与。 

（総事業費：約１９億円） 

 
府庁旧本館カフェ「salon de 1904」 

（令和５年７月オープン） 

・文化庁移転を契機に、府庁や文化庁を訪れた

方々の「憩い」や「やすらぎ」の場となるカ

フェを旧本館に開設。 

  

写真：福羅広幸（兄弟エレキ） 
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（３）その他の主な取組と成果 

安心 備考（実績等） 
 
・保育所等が行う保育の質向上のための施設整備や多機能化の取組を支援 

・地域共生社会の実現に向けて、社会福祉法人等が自ら行う地域貢献活動や

社会福祉サービスの向上を目的とした先進的・模範的な取組を支援 

・丹後地域に｢丹後こども家庭支援センターＣＯＣＯ｣を開設し、府北部地域

における児童虐待の未然防止・早期発見を行う体制を強化 

・大規模な浸水、土砂災害等に備えた総合的な防災・減災対策を実施  

・台風第７号被害に係る災害復旧 

 被災者の生活再建支援、農業者・中小企業者の復興支援等を実施 

１８６事業所 

５００事業所 

 

令和 5 年 12 月開設 

 

約１５４億円 

 

約１１億円 

温もり  
 
・教育環境日本一に向け、「子どもの教育のための総合交付金」を創設 

 市町村が抱える教育課題の解決や地域の実情に応じた取組を支援 

・１人１台タブレットを活用した新しい学力・学習状況調査「学びのパスポ

ート」をすべての小・中・義務教育学校等で実施 

・京都版母子健康手帳(親子健康手帳・きょうとすくすくブック)の配布開始 

・婚活イベントの充実や AI マッチングシステム「きょう婚ナビ」による婚

活支援の強化 

・生物多様性保全に向けた取組の一層の促進を図るため、府市協調で「きょ

うと生物多様性センター」の運営を開始 

約２.３億円 

 

令和 5 年 4 月実施 

 

令 和 5 年 4 月 ～ 

R5 成婚数 52 組 

 

令和 5 年 4 月～ 

 

ゆめ実現  
 
・万博に向けたオール京都の推進体制を構築 

  万博を機に経済の活性化や地域振興につなげるため、行政や経済界、関係

団体の長及び有識者等による｢大阪・関西万博きょうと推進委員会｣を設置 

・京都フードテックエキスポを初開催 

  京都の食文化と最先端技術の融合を目指し、企業等による展示や国内外の

ゲストによる講演等により、国内外のフードテックの取組を発信 

・府内で起業を目指す外国人起業環境の充実に向け、起業・定着までのワン

ストップ支援窓口｢京都インターナショナルスタートアップセンタ－｣を開設 

・市町村と連携の下、地域の振興及び府域の均衡ある発展を図るとともに、

一人ひとりの夢や希望が実現できる京都づくりを推進するため、「京都版

市町村連携型ふるさと納税」の取組を開始 

 
令和 5 年 5月設置 

(24 団体・個人参画) 

 

新規６件の異業種連

携プロジェクトが始動 

 

令和 5 年 7月開設 

 
 

寄附受入額 

(R5.10～R6.3) 

約 71 百万円 

 

新型コロナウイルス感染症・物価高騰への対応   

・新型コロナウイルス感染症対策（病床確保、PCR 検査等） 

・京都産業への支援（中小企業融資制度のための預託、経営改善支援等） 

・府民生活を守るための対策（学校教育活動や社会福祉施設への支援等）           

約２２８億円 

約１,５７１億円 

約２４億円 

 
（次頁あり） ４



 

３ 府税決算の状況 

 ▶ 給与所得の増加及び株高により、個人府民税は約４６億円の増収となったが、地方

消費税は約２２億円の減収となり、総額は約１９億円増の約２，９４４億円。 

 ▶ 府税徴収率は、９９．０％となった。（過去最高の平成３０年度と同率） 

 

 

 

                      

４ 歳出決算の状況 

 ▶ 新型コロナウイルス感染症対策や原油価格・物価高騰対策を除いた決算額は 

約８，６２５億円で、約３３億円減少。 

▶ 社会保障関係経費は、医療費の増等により約６１億円の増加。 

▶ 新型コロナウイルス感染症対策や原油価格・物価高騰対策は、約２，０００億円。 
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コロナ対策等除き決算額 
R4 8,658 億円 

→R5 8,625 億円 

+61 億円 

新行政棟・文化庁移転施設
整備費の減 等  ▲87億円 

98.9 
 

（徴収猶予特例適用除く） 

 

（億円） 

11,948 
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2,925 

 

５ 

コロナ対策等決算額 
R4 3,290 億円  

→ R5 2,000 億円 

▲1,290 億円 

社会保障関係経費  
+61 億円 



５ 府債残高の状況 

 ▶ 府債残高は、前年度から４６億円増加 
 

 府債残高  

Ｒ４末  ２兆３，６０６億円 → Ｒ５末 ２兆３，６５２億円 
 
府民１人当たり府債残高 

Ｒ４末     ９４０千円 → Ｒ５末     ９５１千円 
 

     臨時財政対策債除く府債残高      

Ｒ４末  １兆４，３８３億円 → Ｒ５末 １兆４，３７３億円 

 ※1 ２年連続で残高が減少（▲10 億円） 

 
臨時財政対策債除く府民１人当たり府債残高 

Ｒ４末     ５７３千円 → Ｒ５末     ５７８千円 

                         ※2 人口減少により増 
  

 
 

６ 財政調整基金の状況 

 ▶ 基金残高は、前年度から５億円増加 

（単位：百万円） 

令和４年度末 

基 金 残 高 

令和５年度中 令和５年度末 

基 金 残 高 積立額 取崩額 

２１ ６,０４８ ５,５４８ ５２１ 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 総務部財政課 課長 松浦 電話 075-414-4410 
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